




 

 胎児の感染症による流産早産および奇形発生ないし知能障害については,い

ろいろの可能性が論議されているが,これに関する従来のデーターは意外に少

なし。その理由の 1つは,この問題に対するアプローチが単に産科や小児科ある

いは基礎医学の単独領域で行ないうるものではなくて,それらの諸領域の協力

と長期観察を必要とするということにある。すでに知られていることとしては,

妊娠初期に風疹に感染すると難聴・白内障・心臓奇形を発する例が多いという

事実があるが,これに次ぐものとして,サイトメガロウイルス・ヘルペスウイル

ス・トキソプラズマの感染の危険性が考えられる。とくに,サイトメガロやヘル

ペスウイルス感染では,小頭症や眼障害などの例の報告もあり,それら病原体の

疫学的生態学的様相も,人種によってかなり異なるところから,わが国では,そ

の点がどうなのかということを,緊急に調査する必要もある。 


